
あべのハルカスにおけるあべのハルカスにおける
省エネルギーの取り組み省エネルギーの取り組み

近鉄不動産株式会社近鉄不動産株式会社
ハルカス運営部ハルカス運営部 ⻄畑⻄畑 宏昭宏昭



自己紹介（西畑 宏昭 にしはたひろあき）

• 昭和６２年４月 近畿日本鉄道入社

• 平成１１年１１月 けいはんな線建設

• 平成１７年１１月 大阪地区電気担当課長• 平成１７年１１月 大阪地区電気担当課長

• 平成２２年１１月 近鉄・都ホテルズ出向

• 平成２８年１１月 近鉄不動産出向

主な業務 鉄道時代 志摩線複線化工事 けいはんな線建設
阪神なんば線相互直通 ホテル時代 ホテル近鉄京都駅建設

伊勢志摩サミット会場内技術関係統括



０．はじめに

• あべのハルカスの事業概要（ビデオ）

• あべのハルカスの事業経緯等

• あべのハルカスにおける省エネルギーの取り組み• あべのハルカスにおける省エネルギーの取り組み

• 近鉄グループにおけるエネルギー管理システムを
用いた省エネルギーの取り組み

以 上



梅田梅田梅田梅田 約約約約２４６２４６２４６２４６万人万人万人万人

淀屋橋淀屋橋淀屋橋淀屋橋 約約約約37373737万人万人万人万人

本町本町本町本町 約約約約23232323万人万人万人万人

京橋京橋京橋京橋 約約約約52525252万人万人万人万人

難波難波難波難波 約約約約９４９４９４９４万人万人万人万人

主な拠点駅乗降客数

上本町上本町上本町上本町

約約約約15151515万万万万
人人人人

鶴橋鶴橋鶴橋鶴橋 約約約約44444444万人万人万人万人
阿倍野阿倍野阿倍野阿倍野・・・・天王寺天王寺天王寺天王寺 約約約約７７７７７７７７万人万人万人万人

阿倍野は、梅田、難波に次ぐ

大阪第３のターミナル拠点
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ＪＲ天王寺駅 地下鉄天王寺駅

天王寺公園

周辺図

ＪＲ天王寺駅 地下鉄天王寺駅

計画地計画地計画地計画地

近鉄大阪阿部野橋駅

阪堺天王寺駅前駅

交通機能交通機能交通機能交通機能・・・・都市機能都市機能都市機能都市機能・・・・文化機能文化機能文化機能文化機能がががが集中集中集中集中するコンパクトシティするコンパクトシティするコンパクトシティするコンパクトシティ アベノアベノアベノアベノ

市大病院



＜旧館＞

配置図

旧館⇒
本館

天王寺都
ホテル

地下３階 地上７階

延床面積 約５５，４００㎡

＜本館＞

地下４階 地上１０階

延床面積 約９５，０００㎡

A
旧館⇒
タワー館

本館

HOOP
駐車場ビル



① 旧館の老朽化

② 特区制度の利用

建替えへ

背景・経緯

③ 航空制限の解除

② 特区制度の利用

超高層ビルへ

日本一の高さ、３００ｍへ



本館

昭和昭和昭和昭和１２１２１２１２年年年年・・・・１４１４１４１４年竣工年竣工年竣工年竣工

昭和昭和昭和昭和４０４０４０４０年年年年旧館

旧館の老朽化

昭和昭和昭和昭和６３６３６３６３年年年年
竣工竣工竣工竣工

HOOP

・竣工から約70年経過。老朽
化が進んでいた。

・増改築を繰り返した結果、
後方EV・諸室が売り場を分断

建替え へ

昭和昭和昭和昭和４０４０４０４０年年年年
竣工竣工竣工竣工

昭和昭和昭和昭和３２３２３２３２年年年年
竣工竣工竣工竣工



旧館の老朽化
建替えへ

本館（昭和63年）

改修

・竣工から約70年経過。老朽化が進んでいた。
・増改築を繰り返した結果、後方EV・諸室が売り場を分断

旧館（昭和12年開業）

その後増改築を繰り返す



① 旧館の老朽化

② 特区制度の利用

建替えへ

背景・経緯

③ 航空制限の解除

② 特区制度の利用

超高層ビルへ

日本一の高さ、３００ｍへ



四天王寺

ＪＲ天王寺駅

地下鉄天王寺駅

天王寺公園

天王寺動物園

市立美術館

特区制度の利用
【都市再生緊急整備地域】

「特区」として認定を受けれ
ば、容積率、高さ制限等の大
幅な緩和が可能となるエリア

容積率等について、
大幅な緩和を受け
ることができる

地域貢献事項の実施

計画地計画地計画地計画地 近鉄大阪阿部野橋駅

阪堺天王寺駅前駅



敷地面積の整理

建替予定部分建替予定部分建替予定部分建替予定部分 既存改修部分既存改修部分既存改修部分既存改修部分

ホテル旧館旧館旧館旧館 ⇒⇒⇒⇒
タワータワータワータワー館館館館

本館本館本館本館

天王寺都
ホテル

【地域貢献事項】

・地区の歩行者回

特区制度の利用

阿倍野地域都市再生緊急
整備地域

商業地域400％

駐車場ビル

商業地域
800％

【容積率】
８００％⇒１６００％

超高層ビルの建設が可能に

・地区の歩行者回
遊性向上
・展望台の設置
・美術館の設置
・屋上緑化

・周辺整備への協
力 他



① 旧館の老朽化

② 特区制度の利用

建替えへ

背景・経緯

③ 航空制限の解除

② 特区制度の利用

超高層ビルへ

日本一の高さ、３００ｍへ



航空制限の解除

阿部野橋阿部野橋阿部野橋阿部野橋ターミナルビルターミナルビルターミナルビルターミナルビル

旧航空制限旧航空制限旧航空制限旧航空制限 新航空制限新航空制限新航空制限新航空制限

（（（（約約約約２９０２９０２９０２９０ｍ）ｍ）ｍ）ｍ） （（（（制限制限制限制限なしなしなしなし））））

⇒日本一の高さ、３００ｍが実現



名古屋 賢島

吉野
奈良

滑走路

円錐表面

外側水平表面

水平表面

295m

16.5km 7.5km

航空制限航空制限航空制限航空制限航空制限航空制限航空制限航空制限

京都
吉野

神戸

奈良

大阪湾

神戸空港 関西空港

大阪空港 梅田 阿倍野難波

TAKENAKA CORPORATION 2013



（主な取組み）
・最先端の環境設備を導入した高い環境性能

あべのハルカスの省エネルギーの取り組み

・最先端の環境設備を導入した高い環境性能
・地域のシンボルとして多数の人が利用
・地域と連携した環境保護・活性化・商品開発等



環境性能
最新の高効率設備

自然エネルギー、再生可能エネルギーの積極利用

・LED照明
・高効率の空調設備etc..

・太陽光発電、雨水、中水利用
・ダブルスキン（二重サッシ）

CO2排出量
⇒ 標準的なビルに比べ、

約25％削減を目標

光光光光
熱

ビル全体でのエネルギーマネジメント

・ダブルスキン（二重サッシ）
・ボイド（吹抜け）
・バイオガス設備 etc..

・モニタリングによる継続的な最適化
・用途を横断する熱回収 etc�

光光光光

風風風風

熱

熱
風風風風



ボイド（吹き抜け）

自然の風や光を利用する吹き抜けで負荷を削減



環境性能（ボイド）

・光を建物内部へ導く
（照明負荷の低減）

・空気の入れ替えを容易にする
（空調負荷の低減）



ダブルスキン ウインドウ (二重窓）

空気が通る２重窓で、冷暖房効率が向上します。



バイオガス発電

高層ビルでは日本初。 １日３トンの処理能力。
ゴミの輸送や焼却が無いため、省ＣＯ２に貢献しています。



太陽光発電、風力発電、落水発電

小規模ですが、環境意識啓発のために実施しています。



環境情報の公開・エコツアー

発電量の公開、建物内の設備見学ツアーを実施しています。



天空庭園（展望台）・屋上庭園（16階）
「おおさか優良緑化賞」奨励賞 雨水等再利用で年28万トン節水

あべのハルカス



ＣＡＳＢＥＥ大阪でＳランクを達成
（大阪市建築物総合環境評価制度）

一般的なビルに比べて環境性能が高く、

あべのハルカス

一般的なビルに比べて環境性能が高く、
２５％、約5000トンのＣＯ２を削減します。
（スギに換算すると640ha）
（奈良公園とほぼ同じ面積）



サステナブル建築賞を受賞

あべのハルカス

2016年2月、一般財団法人建築・省エネルギー機構
より「第６回サステナブル建築賞」の「建築環境・省エ
ネルギー機構理事長賞」を受賞しました。この賞は、ネルギー機構理事長賞」を受賞しました。この賞は、
建築物として優れた作品であるとともに、建築主、設
計者及び施工者の三者の協力により、新築、増改築
等において、環境負荷低減、省 CO2、省エネルギー
に顕著な成果を上げ、その普及効果が期待される先
導的なサステナブル建築物を顕彰することによって、そ
れらに関する設計、施工及び運用管理技術等の向
上と普及を図り、サステナブル社会の構築に寄与する
ことを目的とします。



ＢＣＳ賞を受賞

あべのハルカス

2015年11月、一般財団法人日本建設連合会より
「第56回（2015）BCS賞」を受賞しました。「第56回（2015）BCS賞」を受賞しました。
BCS賞は、供用開始後１ヵ年を経過した建物に対して、
事業計画、計画・設計、施工、環境および建築物の
運用・維持管理等に関する総合評価に基づいて選考
され、建築主、設計者、施工者の三者に贈られます。



地域全体で賑わいを創出

天王寺公園のエントランスエリアの管理を受託（H27～H47）
広大な芝生広場「てんしば」を中心に賑わいを創出

あべのハルカス



近鉄グループにおけるエネルギー管理シ
ステムを用いた省エネルギーの取り組みステムを用いた省エネルギーの取り組み



省エネルギー活動の問題点

１．そもそも省エネルギー活動の必
要性が社員・管理職に伝わりにくい要性が社員・管理職に伝わりにくい

２．企業活動と省エネ活動がリンクし
ないため、後回しになりがち。
３．省エネ法のレポート作成が面倒



近鉄グループでの解決策

１．そもそも省エネルギー活動の必
要性が社員・管理職に伝わりにくい

エネルギーコストを削減することは、
利益を増加させる経営活動である。
→増益は社員にも重要であることを
認識→回り回って社員も幸福に



近鉄グループでの解決策

２．企業活動と省エネ活動がリンクし
ないため、後回しになりがち。

省エネ=増益という観点から毎月エネ

ルギー委員会を実施し、①前年同月と
の比較②省エネのための方策検討・実
施③前月の方策検証 を実施



近鉄グループでの解決策

３．省エネ法のレポート作成が面倒

エネルギー量を見える化するソフト
を導入することで毎月のエネルギー
量を把握。→自動的にレポート作成



・各事業所から専用ＷＥＢサイトにアクセス
・毎月のエネルギー使用量とコストを入力

・管理部署等で、各拠点で入力した
データの集計結果や 分析結果を閲覧

近鉄不動産近鉄不動産近鉄不動産近鉄不動産
（各部）

インインインインターターターター
ネットネットネットネット

インターインターインターインター
ネットネットネットネット

統括部

電力会社

ガス会社

水道局

御堂筋GB

難波B

デ
ー
タ
入
力

検針票

検針票

検針票

エネルギー
管理部門

省ｴﾈ法対応省ｴﾈ法対応省ｴﾈ法対応省ｴﾈ法対応

ＡＳＰサービス
（ＷＥＢ閲覧）

入力対象データ群

月次レポート等月次レポート等月次レポート等月次レポート等

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

確
認

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｿﾌﾄ
エネ・ウィズ［さっと］エネ・ウィズ［さっと］エネ・ウィズ［さっと］エネ・ウィズ［さっと］

（関電エネルギーソリューション提供）（関電エネルギーソリューション提供）（関電エネルギーソリューション提供）（関電エネルギーソリューション提供）

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用レポート

３．エネルギー管理ソフトの機能（１）３．エネルギー管理ソフトの機能（１）３．エネルギー管理ソフトの機能（１）３．エネルギー管理ソフトの機能（１）

様式第１　（第５条又は第２２条の３関係）

殿

次のとおり届け出ます。

　１． 事業者に関する事項

原油換算 kl 

　　　値以上の工場等の一覧

エネルギー使用状況届出書

エネルギーの使用の合理化

4,562

（ 法人にあっては名称及び代表者の役職名、氏名） 

エネルギーの使用の合理化に関する法律第７条第３項又は第１９ 条第２項の規定に基づき、

事業者の名称

主たる事務所の所在地

エネルギーの使用量

（平成21年度）

細分類番号 エネルギーの使用量
（ 原油換算kl）事業の名称

工場等の名称 工場等の所在地

〒

　２． エネルギーの使用量がエネルギーの使用の合理化に関する法律施行令第２ 条第１項に定める数

に関する法律第１９条第１

項に定める連鎖化事業者

年　　　　　月　　　　　日

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

該当する 該当しない

ネットネットネットネット ネットネットネットネット難波B 入
力

売上額等

施設管理部門

経営管理部門

指標管理、指標管理、指標管理、指標管理、
事業所指導事業所指導事業所指導事業所指導

経営指標管理経営指標管理経営指標管理経営指標管理

サーバーサーバーサーバーサーバー

エネ・ウィズ[さっと]の入力画面イメージ

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

省エネ法定期報告書



電気（ｋＷｈ）

ガス（ｍ3）

油（ℓ）

◇毎月、全拠点のエネ
ルギー使用量や料金
について入力。

◇入力には電力会社
やガス会社が発行する

エネルギー種別 （単位）

都市ガス
ＬＰＧ

Ａ重油
灯油

ガソリン
軽油

□．月次入力□．月次入力□．月次入力□．月次入力□．月次入力□．月次入力□．月次入力□．月次入力
チェックチェックチェックチェックチェックチェックチェックチェック

□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ□．月次ﾚﾎﾟｰﾄ
作作作作作作作作 成成成成成成成成

□．使用□．使用□．使用□．使用□．使用□．使用□．使用□．使用
実績実績実績実績実績実績実績実績
集計集計集計集計集計集計集計集計

各拠点別の入力状況や入力
ｴﾗｰ情報（異常値）などを確認

エネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズ[[さっとさっとさっとさっとさっとさっとさっとさっと]] 入力項目入力項目入力項目入力項目入力項目入力項目入力項目入力項目 エネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズエネ・ウィズ[[さっとさっとさっとさっとさっとさっとさっとさっと]]の出力項目の出力項目の出力項目の出力項目の出力項目の出力項目の出力項目の出力項目

エネルギー使用量の分析レ
ポートを定型フォーマットで
作成

入力項目の中から自由にｷｰ
項目を選択し、集計結果を表
やグラフで表示（前年度との
使用量比較等）

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上上上上
で
の
で
の
で
の
で
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上上上上
で
の
で
の
で
の
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

[入力内容]
エネルギー関連項目

３．エネルギー管理ソフトの機能（２）３．エネルギー管理ソフトの機能（２）３．エネルギー管理ソフトの機能（２）３．エネルギー管理ソフトの機能（２）

冷温水（J）
水道（ｍ3）

検針票を使用。軽油

上水

業種・拠点名称

建物用途
延床面積
主要熱源機器データ
建物建物築年数

空調、給湯熱源種別

建
物
基
本
情
報

営業時間

従業員数
売上高／生産量
来店者数

運
営
情
報
環
境
情
報外気温度（Ｋｅｎｅｓ側でﾃﾞｰﾀUP）

□．原単位□．原単位□．原単位□．原単位□．原単位□．原単位□．原単位□．原単位
分析分析分析分析分析分析分析分析

□．目標値□．目標値□．目標値□．目標値□．目標値□．目標値□．目標値□．目標値
管理管理管理管理管理管理管理管理

□．機器情報□．機器情報□．機器情報□．機器情報□．機器情報□．機器情報□．機器情報□．機器情報
管理管理管理管理管理管理管理管理

使用量比較等）

使用実績を原単位に置換えた
集計結果を表やグラフで表示
（ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率の比較等）

□．法対応□．法対応□．法対応□．法対応□．法対応□．法対応□．法対応□．法対応
レポートレポートレポートレポートレポートレポートレポートレポート
作成作成作成作成作成作成作成作成

設定した目標値の達成状況
を全体や拠点毎に確認

各熱源機器等の情報を管理。
将来の省エネ計画等に活用

管
理
メ
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ュ
ー

で
の
で
の
で
の
で
の
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覧
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覧
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ー
ド

・ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド省

エ
ネ
法

対
応

省エネ法・温対法届出に必要
となるエネルギー使用量の集
計値など記載したフォーマット
をアウトプット

その他入力項目

管
理
情
報目標値 （使用量・コスト）

原単位
分母ﾃﾞｰﾀ
として利用



４．ソフトを活用した省エネルギー活動（ホテルの例）
[近鉄・都ホテルズ]

[[[[カテゴリ（エリア）カテゴリ（エリア）カテゴリ（エリア）カテゴリ（エリア）]]]]

関東エリア

北陸エリア

中部エリア

関西エリア

[[[[拠点拠点拠点拠点]]]]

S都東京

金沢都

岐阜都

S都大阪

[[[[エネルギー使用量エネルギー使用量エネルギー使用量エネルギー使用量]]]]

電気（毎月）ガス（毎月）

電気（毎月）ガス（毎月）

電気（毎月）

電気（毎月）ガス（毎月）

[[[[原単位項目原単位項目原単位項目原単位項目]]]]

床面積,営業時間（毎月）

床面積,営業時間（毎月）

床面積,営業時間（毎月）

床面積,営業時間（毎月）

[[[[空調熱源空調熱源空調熱源空調熱源]]]]

電気

ガス

電気

ガス・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

（※）

電力会社別

近鉄・都ホテルズ

省エネ活動とのリンク

省エネルギー委員会

（各ホテル・毎月１回）ホテル
で前年同月比のコストを議題
に節減策を練る関西エリアS都大阪 電気（毎月）ガス（毎月） 床面積,営業時間（毎月） ガス・

・
・

・
・
・

会社全体のエネルギー使用量の把握会社全体のエネルギー使用量の把握会社全体のエネルギー使用量の把握会社全体のエネルギー使用量の把握

拠点（店舗）別の

エネルギー使用量の把握

省エネ法届出書類作成（定期報告書）省エネ法届出書類作成（定期報告書）省エネ法届出書類作成（定期報告書）省エネ法届出書類作成（定期報告書）

カテゴリ、原単位項目、空調熱源 ごとの

エネルギー使用量の把握

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

に節減策を練る

総支配人会議

（全ホテル参加・毎月１回）

エネルギーコストについて

技術部より報告

収支改善面からの省エネ
が進む



５．コスト削減効果について(2014）
１５ホテルのエネルギー量（重油換算）について（ホテル近鉄京都駅を除く）
月

電気 熱 計 電気 熱 計

4 1,631,086 802,268 2,433,354 -5.45 -14.17 -8.52
5 1,904,605 919,264 2,823,869 -2.74 -1.60 -2.37
6 2,052,250 1,108,248 3,160,498 -5.44 -4.29 -5.04
7 2,395,863 1,294,317 3,690,181 -6.14 -9.48 -7.34
8 2,481,106 1,473,527 3,954,633 -9.45 -12.89 -10.76
9 2,152,936 1,164,316 3,317,252 -8.88 -8.81 -8.86

10 1,944,472 910,465 2,854,937 -6.55 -3.07 -5.47
11 1,775,756 884,441 2,660,197 -2.27 -4.99 -3.19

今年度 対前年度比　％

近鉄ホテルズ１５ホテル全体として、節電をはじめとする省エネルギー活動に取り組んだ結果、
電力量で▲５．２３％、熱量（ガス、重油等）で▲４．４８％の削減が実行できた。

毎月のエネルギー委員会・総支配人会議での
エネルギー管理ソフトを用いた可視化と対策検討が功を奏した。

-2.27 -4.99 -3.19
12 1,767,735 1,124,575 2,892,310 -4.95 3.30 -1.90
1 1,746,051 1,361,955 3,108,006 -4.94 -4.15 -4.60
2 1,609,684 1,237,253 2,846,936 -0.08 13.59 5.43
3 1,724,408 1,123,279 2,847,688 -1.48 -1.31 -1.41

累計 23,185,952 13,403,909 36,589,861 -5.23 -4.48 -4.95



（参考）エネ・ウィズ[さっと] 月次レポートサンプル（全１６拠点（全１６拠点（全１６拠点（全１６拠点）
使用実態管理使用実態管理使用実態管理使用実態管理

対前年度比較（平成24年3月）
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月

千
円

/
月

エネルギーコスト 原油換算量 CO2排出量

1

-
C
O

2
/月

kg

電気 熱 水 計 電気 熱 水 計 電気 熱 計 電気 熱 計 電気 熱 計 電気 熱 計
4 87,968.2 48,085.2 30,995.3 167,048.6 -2,260.4 -2,297.1 -5,272.6 -9,830.1 4 1,631,086.4 802,267.8 2,433,354.2 -5.5 -14.2 -8.5 4 2,515,722.5 1,647,092.8 4,162,815.3 -2.8 -14.3 -7.7
5 98,049.4 55,315.2 38,203.0 191,567.7 90.0 3,480.1 -2,599.0 971.1 5 1,904,605.1 919,263.9 2,823,869.0 -2.7 -1.6 -2.4 5 2,961,327.5 1,866,961.6 4,828,289.1 0.4 -2.8 -0.9
6 103,628.0 67,584.5 35,994.7 207,207.2 -1,519.7 2,734.0 -791.1 423.2 6 2,052,249.5 1,108,248.4 3,160,497.9 -5.4 -4.3 -5.0 6 3,173,656.4 2,251,170.3 5,424,826.7 -2.4 -4.0 -3.1
7 124,258.7 78,882.9 44,495.8 247,637.3 -3,134.9 -1,152.0 -2,502.2 -6,789.2 7 2,395,863.5 1,294,317.1 3,690,180.5 -6.1 -9.5 -7.3 7 3,712,844.7 2,615,382.7 6,328,227.4 -3.1 -9.5 -5.8
8 130,777.4 92,078.3 48,019.4 270,875.2 -5,976.9 -3,084.1 1,128.9 -7,932.1 8 2,481,105.9 1,473,527.5 3,954,633.4 -9.5 -12.9 -10.8 8 3,855,101.8 2,975,457.5 6,830,559.3 -6.2 -13.0 -9.3
9 117,747.9 74,959.8 48,104.4 240,812.0 -4,143.4 1,907.7 2,296.5 60.8 9 2,152,935.8 1,164,316.0 3,317,251.8 -8.9 -8.8 -8.9 9 3,353,340.4 2,354,872.6 5,708,213.0 -5.4 -8.6 -6.8
10 107,392.3 62,342.3 47,897.7 217,632.4 1,123.4 8,018.9 13,163.7 22,306.0 10 1,970,420.0 920,907.0 2,891,326.9 -5.3 -2.0 -4.3 10 3,075,325.2 1,870,099.0 4,945,424.2 -2.3 -2.2 -2.3
11 101,510.8 61,527.4 54,844.6 217,882.7 5,753.9 8,444.6 13,906.7 28,105.1 11 1,805,664.4 902,147.4 2,707,811.8 -0.6 -3.1 -1.5 11 2,796,200.8 1,841,233.3 4,637,434.0 2.5 -3.7 -0.1
12 100,970.3 77,986.5 40,899.6 219,856.4 4,139.0 18,651.8 5,034.9 27,825.8 12 1,798,965.0 1,144,528.9 2,943,493.9 -3.3 5.1 -0.2 12 2,759,289.2 2,357,996.4 5,117,285.6 -0.6 4.8 1.8
1 100,766.0 94,954.5 43,522.4 239,243.0 5,474.2 18,135.1 4,549.9 28,159.2 1 1,784,241.4 1,384,516.0 3,168,757.3 -2.9 -2.6 -2.7 1 2,718,672.8 2,848,507.8 5,567,180.6 0.6 -3.0 -1.3
2 96,138.1 85,955.5 34,009.2 216,102.8 8,602.6 25,682.3 5,493.9 39,778.8 2 1,652,778.7 1,256,612.3 2,909,391.0 2.6 15.4 7.7 2 2,520,181.4 2,578,503.8 5,098,685.2 5.1 14.5 9.7
3 103,451.1 82,218.0 42,127.2 227,796.2 10,722.8 18,666.3 5,559.3 34,948.5 3 1,762,099.8 1,154,335.9 2,916,435.7 0.7 1.4 1.0 3 2,716,184.5 2,375,521.5 5,091,706.1 4.8 1.4 3.2

累計 1,272,658.1 881,890.1 509,113.3 2,663,661.4 18,870.7 99,187.6 39,968.9 158,027.1 累計 23,392,015.5 13,524,988.1 36,917,003.6 -4.4 -3.6 -4.1 累計 36,157,847.0 27,582,799.5 63,740,646.4 -1.3 -3.8 -2.4

対前年度比　％

（比）

今年度 対前年度比　％

（比）

月
今年度

（比）

月月
今年度 対前年度増減

月

備考欄

【L】【千円】
（熱：ガス、油、燃料等）

（エネルギーコスト：光熱水費） 当該月の前年度からの原油増加量はドラム缶140缶に相当します。

（ドラム缶200Lとして換算しました。） （杉人工林のCO2固定能5t-CO2/ha・年として換算しました。）

電気 48% 熱 33% 水 19% 電気 63% 熱 37% 電気 57% 熱 43%

増加量は杉人工林31haに相当します。当該月の前年度からのCO2

【kg-CO2】
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